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要支援者 

要介護者 

一般高齢者 

（n=373） 

（n=229） 

（n=661） 

※「本人の意思が確認できない」は、要支援者・要介護者のみの選択肢。 
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在宅（家族介護だけ） 
在宅（介護サービスだけ） 
施設（市外の施設） 
本人の意思が確認できない 

在宅（家族介護＋介護サービス） 
施設（市内の施設） 
その他 
無回答 

　平成19年度、市民3,000人を対象に実施した「健康と福祉のまちづくり計画推進調査」の調査結
果を報告書としてまとめました。本調査結果の抜粋を何点かご紹介します。 
また、本調査結果は、３月25日（火）に生涯学習センターで報告会を開催しました。詳しくは次頁
で紹介します。 

「健康と福祉のまちづくり計画推進調査」では、４種類の調査を実施しました。 

■介護が必要になった時、どこで
暮らしたいか？（調査票1、2） 

　→高齢者の約60％の人が在宅（自
宅）での生活を希望 

■在宅で生活する上で、不安や心
配なことは？（調査票１、２） 

　→約40％が、自立した生活がで
きなくなったときの事と回答 

■最近の生活で当てはまることは？
（調査票３） 

　→「最近、外出が減った」「物忘れ
がひどくなった」「新しいことに
挑戦しなくなった」と答えた65
歳以上の高齢者が多かった 

■ボランティアへの参加意向は？（調
査票3） 

　→65歳から74歳までの高齢者を
中心に関心が高い 

調査票１　対象者・・・要支援者（介護）＜対象者400人／回収率93.3％＞ 
調査票２　対象者・・・要介護者（介護）＜対象者400人／回収率57.3％＞ 
調査票３　対象者・・・65歳以上の一般高齢者（要介護認定者を除く）＜対象者1,000人／回収率66.1％＞ 
調査票４　対象者・・・39歳以上64歳までの国保加入者、障害者＜対象者1,200人／回収率51.5％＞ 

■災害時の避難場所の認知度は？（調査票１～４） 
　→要介護認定を受けている市民の約６割しか知らない 
■災害時、一人で避難所に行けるか？（調査票１～４） 
　→要支援・要介護者のほとんどが一人では避難できな
い状態（約90％） 

　高齢者は、自立できた生活ができなくなった場合でも、その多くが在宅での生活を望んでおり、それを支
えるための地域の役割が重要となってきます。 
　介護が必要になることは、誰にでもおとずれる可能性があり、それは避けることができません。しかし、
その状態に至るまでの時間を遅らせることはできます。その為には、若い時からの食生活を含めた日常の生
活、高齢になっても積極的な介護予防となる生きがいづくりが重要です。 

高齢者で、かつ要支援・要介護認定を受けた方々
になると、そのほとんどが自力での避難ができな
くなることが分かります。行政だけでは網羅でき
ない地域の連携、協力が求められるところです。 

核家族化、世帯の細分化が進
む中、高齢になっても地域の
中で暮らし続けていける地域
の受け皿づくりが必要。 

要介護認定者の状態の悪化を食
い止め、元気な高齢者が要介護
状態になることを予防する「介
護予防」の取り組みを進め、高
齢者が自立した生活ができるよ
う支援していくことが必要。 

趣味を持つことや、ボランティ
アなどの生きがいづくりが、
健康な高齢者の維持につなが
ります。個人、地域、行政そ
れぞれの取り組みが必要。 

地域の人的資源の活躍できる
環境づくりが必要。 

介　護　編 

防　災　編 
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一人で行ける 
家族、親族、近所の誰かに連れて行ってもらう 

行くことができない 
無回答 
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特にない 

無回答 

自立した生活が 
できなくなったときのこと 

収入が少ないなどの 
経済的な不安のこと 

バランスのとれた食事を 
規則正しく摂ること 

金銭の出し入れ 
などの管理のこと 
身近に相談できる 
人がいないこと 
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■生活上の困りごとはなんですか？（調査票４） 
　→老後について（40.3％） 
■障害者の就労状況は？ 
　→36％の人が定期的な就労があるが、約60％
の人は定期的な収入がない状態 

■障害者が働くために必要なことは？ 
　→職場の仲間の理解、企業の積極的な雇用 

　誰もが健康で安心して暮らしていける「健康と福祉のまちづくり」には、「市民」「地域（企業を含む）」「行政」
がそれぞれの持てる資源（人材、能力、知識、資金）を出し合い、補い合い、共有し、創りあげていくことが必要です。 
　また、健康と福祉のまちづくりを実現していくためには、日頃からの「人との関わり」と、市民一人ひとりができる
ことから始める「健康と予防」ということが重要です。 
　今後、各施策の実施にあたって、今回の調査結果から見えてきた課題や問題点についての内容を踏まえながら、誰も
が安心して暮らしやすい健康と福祉のまちづくりの実現に向け努めていきたいと考えています。 

障害者は就労の問題をはじめ、生活不安が高
いことが分かります。積極的な雇用による生
活保障が求められています。 

本調査結果をこれからの有効に活用していきた
いと考えています。 
地域などで活用したい等のご要望がありました
らご連絡ください。 

介護保険課☎72－2111 内線452～454

５月24日（土） 
午後２時～３時 
グループホーム幸 
１階フロア 
●物忘れと認知症の違
いとは？ 
●簡単なチェックシート 
●どのような対応がい
いのか？等々 
20人 
グループホーム幸 
☎41－2323 
ファクス41－2311

障　害　編 

■日　時 
 
■会　場 
 
■内　容 
 
 
 
 
■定　員 
■申込先 

第２回　介護教室開催のご案内

健康と福祉のまちづくり計画推進調査報告会に200人の参加 

老後について 

身体について 

 

生活費について 

 

就職・仕事について 

介助してくれる人について 

相談できる人がいないことについて 

住宅・生活の場所について 

結婚・育児について 

 

進学・学校生活について 

学校卒業後の進路について 

その他 

 

無回答 

親などの老後や親などが 
いなくなってからのことについて 

生活全般を見守ってくれる人が 
いるかどうか不安 

必要な保健・福祉・医療サービスが 
受けられないことについて 

特に困っていることや 
不安に思うことはない 
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（nは調査数） 
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　大好評だった第１回目の介護教室に引き続き、第２回目の介護教
室を下記の日程で開催します。 
　介護でお悩みの人、介護のことをちょっと考えてみようと思われ
ている人等、気軽に参加してみませんか？ 
　一概に「介護」と言っても、「介護をする側」と「介護を受ける側」
では、同じ介護でも希望する内容が異なることが多々あります。グルー
プホーム幸では、介護を受ける側の立場での介護教室を開催してい
ます。 
　第２回目は、「認知症」について、認
知症とはどういうものか、どのような対
応が良いのかなどの内容です。 
　興味のある人、お知り合いに介護でお
悩みの人などがいましたら、是非、ご参
加ください。 

　健康と福祉のまちづくり計画推進調査結果の報告
会を、３月25日（火）生涯学習センターで開催しま
した。 
　報告会では第一部の調査結果報告に続き、第二部に
地域からの実践報告として古飯区の東原一馬区長から
「古飯健康よくばりクラブのはじまりの動機と現状に
ついて」という内容
で、古飯区による健
康づくりの実践内容
と課題についての報
告が行われました。 
　また第三部の健康

講演会では、AHP理事長　丸山泉氏による「あなた
の力で健康小郡を」という内容で、医療の立場から
の一人ひとりができる健康づくりの講演が行われま
した。 
　会場は、ユーモアを交えた講演にリラックスした
雰囲気での報告会となりました。 

1.7

2.3

今回の調査を通して 


